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角膜類皮腫は、角膜における先天性疾患で、

胎生期に上皮組織が角膜に迷入して発生する。

本疾患は偶発的な良性腫瘍であるが、ビタミン

Ａが欠乏した場合にも発生することが報告され

ている。今回、管内の肉用牛繁殖農場において、

ビタミンＡ欠乏が要因と思われる角膜類皮腫の

発生があったので報告する。 

１ 発生状況 

 黒毛和種繁殖牛 68 頭を飼養する農場におい

て、平成 29年６月７日に死産が発生し、同様の

死産が同月に４例発生した（表－１）。４例目

の時点で担当獣医師が感染症の関与を疑い、当

所へ連絡、病性鑑定を実施した結果、感染症の

関与は認められなかった。さらに、平成 29年７

月 21日に娩出された子牛１頭が起立不能を呈し

たため、再度病性鑑定を実施した。なお、当農

場では牛異常産ワクチンは初産時のみ接種され

ていた。 

表ー１ 発生状況

１ H29.6.7 278 6 死産 未実施

例数 発生日
胎齢

産次 症状 病性鑑定

２ H29.6.14 275 2 死産 未実施

３ H29.6.18 276 3 死産 未実施

４ H29.6.26 277 １ 死産 実施
（１～４例目の母牛も採血）

５ H29.7.21 276 2 起立不能
眼球異常

実施

→感染症の関与は認められず

（日）

 

２ 検査成績 

（１）剖検所見 

  脳室の軽度拡張および眼球に皮膚や体毛様

の組織が認められた（写真－１）。 

写真ー１ 剖検所見

両眼球に皮膚や体毛組織が付着

 

（２）細菌学的検査 

  いずれの細菌も分離されなかった。 

（３）ウイルス学的検査 

  既知異常産関連ウイルスの遺伝子検査では

全て陰性であった。また、子牛からはいずれ

のウイルスに対する抗体も検出されなかっ

た。 

（４）病理組織学的検査 

  左右眼球の角膜表層が、角化重層扁平上皮、

毛包、汗腺、脂腺等の皮膚組織に置換されて

いた（写真－２）。その他の所見としては、

肝臓の中心静脈周囲の肝細胞変性、限局性の

化膿性肺炎が認められた。 

写真－２ 病理組織学的検査

角化扁平上皮に分化

皮膚付属器（毛包、汗腺、脂腺）
に分化
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（５）生化学的検査 

  当該子牛および母牛血清中のビタミン量は

表－２のとおりで、ビタミン A 値はいずれも

欠乏していた。この結果を受けて４例の死産

例の母牛を含む同居牛 16頭について血中ビタ

ミン A 値を測定したところ、全頭が正常値を

下回っており、発症牛の母牛は欠乏値を示し

た（図－１）。なお、ビタミン E については

不足する個体はみられなかった（図－２）。 

 

表ー２ 生化学的検査成績

血清中のビタミン量

５例目子牛

母牛

ビタミンＡ
（IU/dl）

ビタミンＥ
（µｇ/dl）

１ １４

１４ ３４３

（ ）は正常値

（３０） （６０）

（８５～２００） （＞１５０）

子牛：山口県試験場研究報告

母牛：日本飼養標準

 

 

図ー１ 母牛血清中のビタミンＡ値

授精後日数
（日）

正常値

（IU/dl）

発症牛母牛

同居牛
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図ー２ 母牛血清中のビタミンＥ値

授精後日数
（日）

正常値

（µｇ/dl）

発症牛母牛

同居牛

欠乏値

 

３ まとめと対策 

 以上の結果、ビタミン A 欠乏の母子に発生し

た角膜類皮腫と診断した。さらに、調査を実施

した同居牛全てでビタミン A が欠乏していたこ

とから、４例の死産例についてもビタミン A 欠

乏の関与が疑われた。 

 当該農場の給与状況は図－３のとおりで、日

本飼養標準によるビタミン A 充足率の試算で

は、いずれのステージでもビタミン A は不足し

ており、さらにビタミン剤等の投与もなされて

いなかった。 

 

図ー３ 飼料給与状況

濃厚飼料

自家配合飼料 ２kg

１日あたり給与量

（内訳）

トウモロコシ
大豆粕
フスマ

５０％
３０％
２０％

粗飼料

稲ワラ

イタリアンストロー（購入）

５kg

３．５kg
分娩２ヵ月前 分娩１ヵ月前

５kg

５kg
※ビタミン剤等の給与なし

ビタミンＡ充足率
（日本飼養標準、母牛４５０㎏の場合）

８０％ ５７．１％ ５８．７％

 

 

 

 このため、今後の発症予防対策として、緊急

的に母牛全頭へのビタミン剤投与を実施すると

ともに、鉱塩を常時設置し、分娩前にはビタミ

ン剤を追加投与することとした（図－４）。 

図ー４ 発症予防対策

緊急的に母牛全頭にビタミン剤を投与（５００万単位）

給与プログラムの見直し

分娩１ヵ月前にビタミン剤を投与（１００万単位）

鉱塩を設置

 

 母牛全頭に緊急的にビタミン剤を投与後、ビ

タミン A 充足状況の調査を行ったところ、改善

が図られた。角膜類皮腫を発症した母牛につい
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ても、対策前の 14IU/dlから 88IU/dlと改善して

いた（図－５）。また本対策後、新たな異常産

の発生は認められていない。 

図ー５ ビタミンＡの推移

（IU/dl）
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 発生農場については今後も引き続きビタミン

A の充足状況を確認し、必要に応じて飼料の見

直しやビタミン剤補給を図るとともに、今回の

発生を期にビタミン類の充足の重要性について

改めて広く周知し、異常産の発生防止に努めて

いきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




